
8　月

9　月

●日　時　８月２１日 (日 )
             開場：13：10～　開演13：45～
●場　所　アザレアホール須恵
　　　　　(事前の申込は必要ありませんので、直接開場までお
　　　　　気軽にお越し下さい。お待ちしております !!)
●入場料　無料
●問合せ先　須恵町立図書館
　　　　　　 932-6364

　わずかなシャッターチャンスを生かした美しい、
楽しい写真が多数展示されます。ぜひ、ご鑑賞くだ
さい。

●作品審査　9月24日 (土 )
●作品展示　9月25日 (日 )～10月30日 (日 )
　　　　　　(30日は12時まで )
●表彰式　　10月30日 (日 )
●場所　　　アザレアホール須恵 1階ホワイエ
※応募締切は8月31日（水）までですので、
　ふるってご応募ください。
●問合せ先　須恵町文化協会　 934-0030

　第33回糟屋地区美術展の開催要項を、9月2日(金)
から須恵町文化協会事務局に設置しますので、たく
さんのご応募をお待ちしています。

　10:00～10:45　「まっ黒なおべんとう」

　14:00～15:43　「カンフーハッスル」

　10:00～11:20　「ぞう列車がやってきた」

　14:00～16:00　「Ｍｒ．インクレディブル」

　　　　　　　　　　(開場はすべて30分前 )

●場所　　アザレアホール須恵

●入場料　おとな：３００円　こども：１００円

２１日（日）町立図書館創立10周年記念行事

２４日（水）夏休みアザレアシアター一日目

２５日（木）夏休みアザレアシアター二日目

２８日（日）鼓舞志主催　和太鼓舞台

　　　　　　第七回『響宴－きょうえん－』

　　　　　　入場料　前売り1,000円　当日1,500円

　　　　　（小学生以上無料　要整理券）

　　　　　　開場12:00　開演12:30　

　　　　　　問合せ先:鼓舞志事務局　 090-9659-9089

３０日（火）須恵町立幼稚園PTA連絡協議会親子合同鑑賞会

　　　　　　開演11：10～

１０日（日）青山教室カラオケ発表会

１８日（日）保育所親子鑑賞会

１９日（祝）西日本音楽学院発表会

２３日（祝）全国カラオケ指導協会粕屋支局発表会

２８日（水）戦没者追悼式　

　　　　　　受付9:00～　開式10:00～

夏休みアザレアシアター
　　　　　　　　　　　　　（二日間連続）

須恵町立図書館開館１０周年記念

内田麟太郎講演会

文化協会写真コンテスト
展示のご案内

８月２４日(水 )

８月２５日 (木 )

　夏休みの思い出に、素敵な映画はいかがですか？

この広報紙は、森林保護のため再生紙を 
使用しています。
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国
勢
調
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す

10 
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は
国
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の
日
で
す

総務省統計局
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熱
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青
少
年
を
す
こ
や
か
に
そ
だ
て
る

地
域
の
勇
気
と
家
庭
の
情
熱

簡
単
で
安
心
な
調
査
で
す

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

調
査
票
配
布
か
ら
取
集
ま
で

調
査
票
配
布
か
ら
取
集
ま
で

　　
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
行
う
、

大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査
員
が
、
み
な
さ
ん
の
お
宅
に
調
査
へ

の
お
願
い
や
、
調
査
票
を
配
布
す
る
た
め
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
調
査
票
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
10
月
１
日
の
状
況
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
調
査
員
は
、
市
町
村

長
の
推
せ
ん
に
基
づ
い
て
総
務
大
臣

か
ら
任
命
さ
れ
た
、
非
常
勤
の
国
家

公
務
員
で
す
。
記
入
さ
れ
た
調
査
票

は
、
厳
重
に
保
管
さ
れ
記
入
内
容
は

ほ
か
の
人
に
も
ら
し
た
り
、
調
査
以

外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
法
律
で
固
く
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
票
は
総
務
省
が
集
計

後
に
溶
か
し
て
、
再
生
紙
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

　
調
査
の
方
法
は
、
９
月
20
日
か
ら

調
査
員
が
各
世
帯
に
「
調
査
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
」
を
配
布
し
ま
す
。

そ
の
後
、
９
月
下
旬
か
ら
各
世
帯
に

お
伺
い
し
て
、
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。

　
こ
の
国
勢
調
査
は
、
住
民
票
な
ど

の
届
出
に
関
係
な
く
、
ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
人
を
も
れ
な
く
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
と

は
、
10
月
１
日
現
在
、
　
①
す
で
に

３
か
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
　
②
10

月
１
日
の
前
後
を
通
じ
て
３
か
月
以

上
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
を
い

い
ま
す
。
旅
行
な
ど
で
、
一
時
留
守

に
し
て
い
る
人
も
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　
調
査
の
内
容
は
、
世
帯
全
員
の
氏

名
、
出
生
の
年
月
、
就
業
状
況
、
従

業
地
・
通
学
地
、
住
居
の
種
類
な
ど
、

全
部
で
15
項
目
で
す
。

　
調
査
員
が
、
調
査
の
お
願
い
や
調

査
票
の
配
布
・
受
け
取
り
の
た
め
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
員

は
総
務
大
臣
が
任
命
し
た
調
査
員
証

を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
に
思

わ
れ
た
と
き
は
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
勢
調
査
に
関
す
る
問
合
せ
先

　
役
場
企
画
課
統
計
係

　

９
３
２
・
１
１
５
１

　
平
成
17
年
度
須
恵
町
青
少
年
指
導

員
全
体
会
が
、
６
月
17
日
（
金
）
に

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で
開
か
れ
、

今
年
度
の
活
動
方
針
や
重
点
目
標
な

ど
を
確
認
し
て
、
新
年
度
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
青
少
年
指
導
員
の
主
な
活
動
内
容

は
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
放
置
バ
イ

ク
・
自
転
車
の
回
収
、
カ
ル
バ
ー
ト

内
の
落
書
き
消
し
、
地
域
分
館
役
員

さ
ん
た
ち
と
の
情
報
交
換
会
な
ど
、

昼
夜
を
問
わ
ず
青
少
年
の
健
全
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
重
点
目
標
は
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
継
続
強
化
、
地
域
活
動
の
推
進
、

学
校
・
地
域
の
関
係
者
と
話
し
合
っ

て
問
題
行
動
少
年
へ
の
積
極
的
な
接

触
に
努
力
す
る
、
青
少
年
指
導
員
実

戦
活
動
の
強
化
の
各
項
目
で
す
。

　
全
体
会
は
、
青
木
会
長
や
中
嶋
町

長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
今

回
退
任
さ
れ
る
指
導
員
さ
ん

へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
と
新
任

指
導
員
さ
ん
へ
の
委
嘱
状
の

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
17
年
度
の
役
員

紹
介
や
活
動
方
針
の
報
告
、

そ
し
て
、
講
演
会
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
講
演
会
で
は
、
田
川

市
暴
走
族
離
脱
促
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
あ

る
、
工
藤
良
氏
に
よ
る
「
自

分
の
生
い
立
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
自
身
の
こ

れ
ま
で
の
暴
走
族
人
生
と
そ
こ
か
ら

更
正
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
を
そ
の
ま

ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
変
え
て
、

地
域
奉
仕
活
動
に
取
り
組
む
ま
で
に

至
る
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
退
任
さ
れ
た
指
導
員
さ
ん
に
は
、

長
い
間
の
ご
苦
労
に
対
し
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
指
導
員
さ
ん

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
田
島
　
勉
　
（
長 

礼 

区
）

　
江
口
　
正
二
（
大
島
原
区
）

　
讃
井
　
司
　
（
長 

礼 

区
）

　
日
高
　
輝
彦
（
一
番
田
区
）

　
安
倍
　
勝
之
（
藤 

浦 

区
）

　
石
井
　
昭
浩
（
一
番
田
区
）

　
坂
田
　
幸
敏
（
南
米
里
区
）

青少年指導員のモットー青少年指導員のモットー
●させてもらっている　（謙虚さ）

●己が主役と思え　　　（積極性・善意の勇み足）

●愚痴はいうまい　　　（楽な仕事ではない）

●手弁当だよ　　　　　（ボランティアですよ）

９
月
20
日
〜
９
月
22
日
　
「
調
査
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」
配
布

９
月
23
日
〜
９
月
30
日
　
「
調
査
票
」
「
調
査
票
の
記
入
の
し
か
た
」
配
布

10
月
１
日
　
　
　
　
　
　  

調
査
期
日

10
月
１
日
〜
10
月
10
日
　  

調
査
票
の
取
集

平成１７年度須恵町青少年指導員名簿

会　長 一番田

須　恵

佐　谷

恵　西

青　木　　三　男

浅　井　　英　俊

百　田　　俊　雄

原　　　　安　喜

副会長

副会長

有識者

川子一野　口　　伸　一有識者

旅　石有識者

分館名

須　恵

佐　谷

上須恵

南米里

大島原

川子一

川子二

一番田

長　礼

城　山

藤　浦

甲植木

乙植木

旅　石

新　原

山の神

西　原

旭ケ丘

恵　西

昭　穂

合　屋　　吉　広

岩　本　　伸　二

重　石　　政　雄

河　津　　和　則

長　澤　　司　貞

中　村　　直　人

井　上　　晋　一

田　中　　宏　明

識　名　　朝　照

岸　　　　源一郎

青　柳　　浩　員

澤　田　　芳　弘

合　屋　　　悟　

松　永　　弘　之

城　野　　重　実

佐　藤　　裕　二

小　池　　達　也

能　島　　一　也

上　村　　輝　幸

阿世賀　　一　則

檜　物　　泰　一

合　屋　　藤　美

村　山　　隆　士

野　口　　　淳　

井ノ口　　龍太郎

町　野　　富　男

新　川　　真之介

野　中　　博　文

前　田　　　正　

大　賀　　秀　光

竹　清　　宗　幸

阿　部　　和　彦

合　屋　　重　信

三　角　　泰　治

古　澤　　正　樹

曽我部　　　潤　

安　田　　隆　義

高　橋　　　強　

錦　戸　　啓　二

塩　塚　　　清　

校区 氏　　　　名

一
　
　
班

二
　
　
班

三
　
　
班

第 

一 

小 

学 

校

第 

二 

小 

学 

校

第 

三 

小 

学 

校

三　　　　良　人
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【
六
月
】

菜
種

　
菜
種
の
産
出
量
に
つ
い
て
の
報
告
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
大
坂
表
に
菜
種
を
送
っ
て
販

売
し
た
も
の
が
い
な
い
か
ど
う
か
。
そ

れ
か
ら
、
今
年
の
菜
種
の
出
来
高
は
ど

れ
だ
け
か
。
そ
の
石
高
を
二
十
九
日
ま

で
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
須
恵
町
域
で
の
江
戸
時
代
の
菜
種
の

産
出
量
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
明
治
の

初
め
頃
に
は
次
の
よ
う
で
し
た
。
菜
種

の
量
を
石
高
で
、
そ
の
売
り
上
げ
を
円

で
表
現
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
一
円
は

江
戸
時
代
の
一
両
に
当
た
り
ま
す
。

　
佐
谷
村
　
　
六
八
石
◆
四
二
五
円

　
上
須
恵
村
　
一
二
石
◆
六
〇
円

　
須
恵
村
　
　
二
〇
石
◆
一
二
五
円

　
新
原
村
　
　
　
三
石
二
斗
◆
一
四
円

　
　
　
　
　
　
一
〇
銭

　
植
木
村
　
　
四
〇
石
◆
二
〇
二
円
五

　
　
　
　
　
　
六
銭

　
本
合
村
　
　
一
四
石
◆
六
一
円
七
〇

　
　
　
　
　
　
銭

　
旅
石
村
　
　
三
二
石
◆
二
〇
〇
円

　
七
か
村
合
計
　
一
八
九
石
二
斗
◆
一

　
　
　
　
　
　
　
〇
八
八
円
三
六
銭

　
菜
種
か
ら
は
種
油
が
作
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
業
者
は
須
恵
、
新
原
、
本
合
、
旅

石
に
い
ま
し
た
。
そ
の
産
出
量
は
次
の

通
り
で
す
。

　
須
恵
村
　
二
〇
斤
◆
六
〇
〇
円

　
新
原
村
　
　
五
石
◆
一
三
円
一
二
銭

　
本
合
村
　
　
九
斗
◆
二
三
円
六
二
銭

　
旅
石
村
　
　
九
石
◆
一
五
七
円
五
〇

　
　
　
　
　
　
銭

　
四
か
村
合
計
　
三
四
石
九
斗
◆
七
九

　
　
　
　
　
　
　
四
円
二
四
銭

止
宿
証
拠

　
十
二
月
以
後
の
止
宿
証
拠
を
二
十
日

ま
で
に
取
り
そ
ろ
え
、
大
庄
屋
に
差
し

出
す
よ
う
に
、
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
止
宿
は
宿
に
泊
ま
る
こ
と
で
す
が
、

こ
の
場
合
、
村
で
あ
っ
て
宿
場
で
は
な

い
の
で
、
本
来
の
宿
を
指
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
人
が
旅
人
を
、

し
か
も
長
期
に
泊
め
る
こ
と
は
な
い
に

し
て
も
、
親
戚
を
止
め
た
り
、
日
が
落

ち
て
途
方
に
く
れ
た
旅
人
を
人
助
け
の

つ
も
り
で
泊
め
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
場
合
、
旅
人
の
身
元
を
確
認
す

る
た
め
に
、
止
宿
証
拠
（
宿
帳
の
よ
う

な
も
の
）
を
書
き
留
め
て
お
く
必
要
が

あ
っ
た
の
で
す
。
名
前
と
住
所
と
、
通

行
手
形
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
、
不
審
者
と
し
て
役
人

に
届
け
出
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か

ら
、
泊
め
た
人
物
が
通
行
手
形
を
持
っ

て
い
る
こ
と
は
前
提
で
す
。
そ
の
内
容

を
写
し
取
っ
た
も
の
が
、
止
宿
証
拠
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
庄
屋
に
は
そ
の
都
度
報
告
が
来
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
大
庄
屋
を
通
じ
て
藩

に
報
告
さ
れ
る
の
が
年
に
二
回
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
須
恵
村
、
上
須
恵
村
は
農
村
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
特
別
に
旅
人
の
長
期

滞
在
が
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
高
名
な
眼
科
医
を
中
心
に

眼
療
宿
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

す
。
目
の
治
療
を
求
め
る
人
た
ち
は
九

州
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
、
し

か
も
長
期
間
の
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
別
に
ふ
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
七
月
】

　
七
月
は
冬
季
懐
婦
臨
月
帳
を
五
日
ま

で
に
養
育
方
へ
差
し
出
す
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
地
頭
納
め
の
こ
と
。

七
月
は
お
盆
の
行
事
に
必
要
な
も
の
を

村
か
ら
地
頭
（
知
行
地
を
持
っ
て
い
る

侍
）
に
差
し
出
し
ま
す
。

　
以
上
は
、
す
で
に
触
れ
た
こ
と
の
繰

り
返
し
で
す
。

直
津
出
庄
屋
請
合
分

  

津
出
し
と
は
年
貢
を
納
め
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。
直
津
出
し
で
す
か
ら
、
村

が
直
接
、
侍
の
と
こ
ろ
へ
持
参
す
る
と

い
う
意
味
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
項
目
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
る

と
、「
御
給
知
」、「
定
為
替
御
足
」、「
御

自
分
納
」
に
つ
い
て
の
規
定
で
、
共
に

直
津
出
し
を
庄
屋
が
請
け
合
っ
た
分
に

つ
い
て
、
書
上
帳
を
当
月
限
り
、
提
出

す
る
よ
う
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
武
士
の
給
与
形
態
に
は
「
知
方
」
と

「
扶
持
方
」
と
が
あ
る
こ
と
は
、
第
九

四
回
で
す
で
に
触
れ
て
い
ま
す
。
知
方

は
「
〜
石
」
と
表
現
し
、
村
に
領
地
を

持
っ
て
い
ま
す
。
時
代
に
よ
る
変
化
は

あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
領
地
か
ら

年
貢
を
届
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

扶
持
方
は
「
〜
石
〜
人
扶
持
」
と
表
現

し
、
藩
の
蔵
か
ら
米
を
支
給
さ
れ
る
の

で
す
。

　
知
方
の
中
で
も
家
老
ク
ラ
ス
の
武
士

に
な
る
と
、
村
を
ま
る
ご
と
領
地
に
し

て
い
て
、
し
か
も
そ
れ
が
何
か
村
に
も

ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
身

分
の
高
い
武
士
は
家
来
を
多
く
抱
え
て

い
て
、
年
貢
は
自
分
の
家
来
を
使
っ
て

収
納
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
「
自
分
納
め
」
で
す
。

  

御
給
知
は
村
に
領
地
を
持
つ
武
士
の

こ
と
で
、
家
老
ク
ラ
ス
ほ
ど
身
分
が
高

く
な
い
の
で
、
年
貢
収
納
の
事
務
を
行

う
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
庄
屋
が
代
行
し
て
い
ま
す
。

　
定
為
替
御
足
は
少
し
説
明
が
い
り
ま

す
。「
御
足
」
は
給
与
の
計
算
方
法
が

変
わ
っ
た
た
め
に
、
実
収
に
不
足
額
が

生
じ
た
侍
に
、
そ
の
不
足
分
を
補
う
こ

と
を
言
い
ま
す
。「
定
為
替
」
は
為
替

で
す
か
ら
、
年
貢
を
現
物
で
移
動
さ
せ

ず
に
、
為
替
（
証
券
）
と
し
て
納
め
る

の
で
す
。
侍
の
方
で
は
そ
の
為
替
を
藩

の
蔵
や
商
人
の
と
こ
ろ
に
持
ち
込
め
ば

現
物
の
米
と
交
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
現
実
に
は
換
金
さ
れ
て
い
た

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
年
貢
徴
収
方
法

は
村
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
っ
た
た
め
に
、

秋
の
刈
り
取
り
の
前
に
見
通
し
を
立
て

て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

じ
き
つ
だ
し
　
　
　
　
う
け
あ
い

ご
き
ゅ
う
ち

じ
ょ
う
が
わ
せ
お
ん
た
し

ご

じ
ぶ
ん
お
さ
め

か
き
あ
げ
ち
ょ
う

１９９５年

１９９７年

１９９９年

２０００年

２００２～２００４年

個展（パラン・パラン/バルセロナ）

個展「バルセロナにて」（福岡）

1997 世利　好薇・奥村　完奈　二人展　

(GALLERY2104/東京・青山)

個展「植物会話」（ギャラリー源/福岡）

世利　好薇・奥村　完奈　二人展　

｢昼の夢・夜の詩｣（鹿児島/笠沙美術館）

グループMOMO　展（ギャラリー風）

世利好薇さんの個展歴

１９９６年

１９９７年

　

２０００年

２００１年

２００２年

個展（αギャラリー/福岡）

個展（Gギャラリー/福岡）

1997 世利　好薇・奥村　完奈　二人展　

(GALLERY2104/東京・青山)

世利　好薇・奥村　完奈　二人展

｢昼の夢・夜の詩｣（鹿児島/笠沙美術館）

グループ展「ミニアート展」（福岡）

三人展（ギャラリー珈琲珀/福岡）

０２　SPring（ウォーターリリー/福岡）

奥村完奈さんの個展歴

　９月の久我記念美術館は、６日から２５日まで「世利　好薇・
奥村　完奈　二人展」を開きます。
　作品は、油絵や彫刻、版画など大小３０点。「人が生きる」
ということをテーマに、静かな人物画を描く世利さん。最近
山登りを始め、山で感じた絵が多くなったという「音的半抽
象画」を描く奥村さん。生命（いのち）と半抽象の世界、個
性豊かな展覧会になりそうです。
　また、９月１０日（土）午後２時から、館前の広場でオー
プニングパーティ兼、屋外展示を予定しています。内容は見
てからのお楽しみです。みなさん気軽にお越しください。
　お二人からメッセージが寄せられておりますので紹介します。

メッセージ
　「二人展は３度目です。私たちの絵は、同じ油絵
という手法でありながらまったく違っています。で
すが、お互いが絵を通じてする話は、植物のこと、
星のこと、直感のこと、偶然のこと、神話のこと、
と、どこまでも広がっていくのです。
　二人の違った人間が展示することで、作品を見る
方々が絶妙のテイストを味わっていただけることを、
また作家自らの、新たな感性の扉が開かれることを
確信しています。」

左から奥村さん、世利さん

奥村 完奈　MIZUKUSA(273×220mm 油彩)

世利 好薇　緑の記憶(455×379mm 油彩)

世利 好薇・奥村 完奈　二人展
よしみ かんな

山 本　徹 夫　展
８月６日（土）～２８日（日）

（月曜休館・１３日～１５日休館・入場無料）

8 月 の 企 画 展

( )
9月企画展 6日(火)～２５日(日)
月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入館無料

101
町文化財専門委員　石瀧　豊美

江戸時代へようこそ（12）

＝ 村の一年（続き） ＝
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古
墳
時
代
（
３
世
紀
後
半
〜
７
世
紀
）

考
古
学

考
古
学

楽楽しし
いい

8

　
サ
ル
ス
ベ
リ
。
サ
ル
ス
ベ
リ
は
、
み

そ
は
ぎ
科
の
花
木
で
、
夏
季
に
目
立
つ

花
で
す
。
今
回
で
３
度
目
の
紹
介
と
な

り
ま
す
。

　
以
前
、
サ
ル
ス

ベ
リ
の
花
の
色
が

綺
麗
で
、
赤
・
ピ

ン
ク
・
紫
・
白
を

中
心
に
そ
の
中
間

色
な
ど
、
多
く
の

色
が
あ
る
こ
と
を

書
き
ま
し
た
。
こ

の
色
に
魅
せ
ら
れ
て
、

町
内
で
素
晴
ら
し

い
色
の
花
を
咲
か

せ
る
場
所
の
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
濃
い
ピ
ン
ク
の

代
表
は
、
上
須
恵
区
の
集
落
の
中
に
あ

り
ま
す
。
紫
系
は
、
南
米
里
区
や
城
山

区
で
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
深

紅
は
、
若
杉
の
森
運
動
公
園
の
野
球
場

西
付
近
西
斜
面
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
白
色
の
素
晴
ら

し
い
花
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広

い
芝
生
の
公
園
に
、
大
型
の
サ
ル
ス
ベ

リ
の
木
が
複
数
植
え
て
あ
れ
ば
、
夏
が

た
の
し
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
杉
の
森
運
動
公
園
に
は
、
か
な
り

の
本
数
が
植
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

と
二
十
年
位
す
れ
ば
見
事
な
深
紅
の
花

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
公
園
で
は
す
で
に
、
小
さ
な
木
で
す

が
枝
先
に
花
を
付
け
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
筆
者
は
、
サ
ル
ス
ベ
リ
や
ム
ク
ゲ
、

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
を
取
り
合
わ
せ
て
、

夏
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
自
然
教
育
林
事
務
局
長
）

　
◇
　
　
　
　
◆

　
珍
し
い
木
・
想
い
出
の
木
・
不
思
議

な
木
・
植
物
好
き
・
花
好
き
な
ど
木
に

ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
話
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

９
３
２
・
６
３
１
２

②
古
墳
時
代
の
集
落

 

　
先
日
、粕
屋
町
の
歴
史
資
料
館
で
開

催
さ
れ
た「
粕
屋
の
古
墳
」発
掘
調
査

報
告
会
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
際
、

会
場
か
ら「
古
墳
時
代
に
は
ど
れ
く
ら

い
の
人
口
だ
っ
た
の
か
？
」と
い
う
質
問

を
受
け
ま
し
た
。

　
考
古
学
で
分
か
る
昔
の
人
の
生
活
の

痕
跡
は
、住
居
跡
や
倉
庫
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
集
落
や
、古
墳
や
横
穴
墓
な
ど

の
墓
で
す
。近
年
で
は
、昔
の
道
や
港
な

ど
も
各
地
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。集

落
や
古
墳
の
年
代
は
、出
土
し
た
土
器

な
ど
か
ら
お
お
よ
そ
の
年
代
は
分
か
り

ま
す
。そ
し
て
、集
落
に
何
人
の
人
が
住

ん
で
い
た
の
か
、古
墳
に
何
人
の
人
が

埋
葬
さ
れ
て
い
た
か
は
推
測
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。し
か
し
、人
口
に
関
し
て

は
、調
査
が
進
ん
で
集
落
や
古
墳
の
分

布
状
況
が
分
か
ら
な
い
限
り
は
推
測
の

域
を
越
え
ま
せ
ん
。

　
須
恵
町
に
は
、古
墳
時
代
の
集
落
の

発
掘
調
査
例
が
あ
り
ま
す
。乙
植
木
区

の
牛
ガ
熊
遺
跡
で
す
。こ
の
遺
跡
か
ら

は
、古
墳
時
代
後
期（
６
〜
７
世
紀
）の

竪
穴
住
居
が
27
軒
、掘
立
柱
建
物（
倉

庫
含
む
）が
28
棟
見
つ
か
り
ま
し
た
。

住
居
の
中
か
ら
は
、滑
石
と
い
う
石
を

用
い
た
装
身
具
や
紡
錘
車（
糸
を
つ
む

ぐ
道
具
）な
ど
の
、未
製
品
や
石
の
破
片

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。近
く
の
柿
ヶ
元

池
か
ら
も
、玉
作
り
の
遺
物
が
表
面
採

集
さ
れ
て
い
ま
す
。牛
ガ
熊
遺
跡
や
柿
ヶ

元
池
遺
跡
は
、玉
作
り
を
行
う
特
殊
な

集
落
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。　
　
　（
啓
）

　
猫
は
、
犬
の
次
に
人
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
動
物
と
い
わ
れ
、

農
耕
を
し
て
収
穫
し
た
も
の
を
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
か
ら
守
る

た
め
に
飼
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
元
々
猫
は
、
犬
と
は
違
い
単
体
で
生
活
す
る
動
物
で
、
砂
漠
に
住

ん
で
い
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
為
か
あ
ま
り
水
を
飲
ま
ず
、
濃
く
て
臭

い
尿
を
し
ま
す
。

　
猫
は
、
生
後
５
か
月
か
ら
妊
娠
が
可
能
で
、
年
間
最
大
３
回
妊
娠

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば･

･
･

１
回
の
妊
娠
で
６
匹
生
ま
れ
、
生
れ
た
子
猫
の
半
数

が
メ
ス
と
す
る
と
２
回
目
は
１
８
匹
に
も
な
り
、
年
間
最
大
７
８
匹

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

苦情…『近所で猫が増えて困ってます。』
　●『かわいいから、つい…』、『かわいそうだから…』と野良猫
　　 にエサを与えると、猫は、次々と繁殖していきます。
　　　繁殖し、頭数が増え、家の外に出てしまうと、何をしてい
　　るのか全くわからず、近隣に多数の迷惑をかけることになり
　　ます。
　　　また、増えていけば、エサを与えることができなくなり、　
　 結局、知らない間に不幸な猫を作ってしまいます。もし、エサ
　　を与えるのであれば、『かわいそう』だけの気持ちでなく、飼
　　い猫として、きちんと責任をもって育てることが大切です。

苦情…『猫がうちの庭にきて、糞・尿をする!』
　●猫の糞・尿は、非常に臭く、その匂いはなかなか取れません。
　　飼っている猫が、自宅の外に出ている間、猫の行動は、飼い
　　主にも分かりません。
　　　そこで、自宅でトイレをするしつけをしていない猫は、自
　　宅の外に出た時に、糞・尿を行い、それが、他人の家の庭で
　　あったり、花壇であったりと様々です。
　　　飼い主本人が分からないところで、近隣に迷惑をかけてい
　　ることもあります。
　　　トイレは、自宅内でするようにしつけし、においやその始
　　末にも十分配慮しましょう。

苦情…『子猫がたくさん生れてしまったのでもらってくれる人は    
　　　　いないですか?』
　　   『猫の鳴き声がうるさい！』
　●オスの去勢手術は → スプレー（マーキング行為）やケンカ
　　を防止します。
　●メスの去勢手術は → 不慮の妊娠を防ぎ、発情時の鳴き声が
　　なくなります。また、手術による病気の予防・効果も多数あ
　　ります。
　　　飼い主が、責任をもって飼える猫は限られていると思います。
　　　不幸な猫を作らないためには、猫の家族計画は必要であり、
　　その責任は飼い主です。

　猫のエサに、犬のエサ（ドッグフード）を与えている方がいる
と聞きます。
　猫は、完全肉食性であり、犬が食べているドッグフードの栄養
素、猫に必要な栄養素は全く違います。ドッグフードを与えるこ
とにより、失明をするなどの事例があります。
　また、逆に関しても、犬に猫のキャットフードを与えることに
より、肝臓の病気にかかったりするようです。
　猫の食生活も考え、きちんとエサを与えましょう!

苦情…『猫がいなくなったのですが！』
　●役場には、衰弱や事故などで自力で移動できなくなった多く
　　の猫が、負傷動物として保護収容されます。しかし・・・そ
　　のほとんどの猫は、飼い主が判明していません。
　　　また、迷子になってしまった猫も、どこを行動しているか
　　分からず、猫の特徴だけでは、似た猫はたくさんいるため、
　　ほとんどが見つかりません。
　　　そのため、迷子札（飼い主の住所・氏名・連絡先）を首輪
　　などにつけていれば、飼い主が判明するケースが多数あります。
　　　猫のためにも、飼い主のもとに帰れるようにしましょう。

苦情…『猫が、道路・空き地で死んでいる!』
　猫は、発情すると交尾するまで何度も発情が繰り返しやってき
ます。
　そのため、外にでて異性を探し、放浪するため、感染症の病気
にかかる危険性が高いといわれており、外にいる猫の３０％以上が、
ネコ白血病やネコエイズの保菌者であり、交尾やグルーミング、
ケンカなどの外傷で感染することにより、命を失っていきます。
　また、人間の車社会の中で、猫にとっては、その車は、非常に
脅威なものであり、車の事故により死亡する猫は、後を絶ちません。
　なるべく室内で飼うように心がけましょう。

第
2
回　

�
人
と
猫
の
共
生
�

古墳時代の住居跡

次回は、『野焼き』について・・・

その一 野良猫にエサを与えない

その二 去勢手術を行う

その四 トイレのしつけをする

その五 室内で飼いましょう

その六 猫のたべもの?その三 迷子札をつける

八

月

の

木

の

花

八

月

の

木

の

花

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

シ
リ
ー
ズ
「
な
る
ほ
ど
共
育
」

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　
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二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　
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森
林
木
の
譚

森
林
木
の
譚

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し

ニャンとかしてほしい！猫の飼い方について お願い！!
現在、飼い猫や野良猫に関する様々な苦情が、非常に多くなっています。
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半額免除の
めやす

高
速
道
路
が
身
近
に
！

救
急
医
療
活
動
に
貢
献
可
能

　毎年９月１０日は「全国下水道促進デー」です。

　福岡県と須恵町を含む多々良川流域関連６町では、

安全で快適な住環境を実現し、河川などの水質汚

濁を防止するために、必要不可欠な公共施設であ

る下水道について、理解と関心を深めていただく

ことを目的に下水道展を開催します。

　お誘い合わせのうえ、多数のご来場をお待ちし

ています。

●日時　

　９月１１日（日）１０：００～１５：００

●会場　

　多々良川浄化センター　＜処理場一般公開＞

●内容　・下水処理場施設見学・下水道ビデオ上映・

　お楽しみコーナー（ヨーヨーつり・ボールすくい・

　アメのすくい取り・風船・ポップコーン・か　

　き氷・コンポスト（肥料））

・お一人につき１回（１個）限りです。

・数に限りがありますので、品切れの際はご了　

　承ください。

・飲み物のサービスは充分整っていませんので、

　なるべく水筒などをご持参ください。

●その他　

・ミニＳＬ試乗ができます(抽選)。

・小学生以下は、必ず保護者同伴でお越しください。

・悪天候の場合は、開催を中止することがあります。

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納

めることが困難な場合には、申請により保険料の

納付が免除される制度があります（任意加入被保

険者の人は、対象となりません）。

（注）　半額免除された期間について、残りの半額の保険料が
納められていない場合は、その期間が保険料未納となり、障害
や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取るこ
とができなくなる場合がありますので、ご注意ください。

　平成１７年４月以降に免除申請を行う場合の所

得基準は次のとおりです。なお、申請者ご本人の

ほか、配偶者および世帯主の人も所得基準の範囲

内である必要があります。

※　平成１７年４月～６月分の免除申請については、前々年（平
　　成１５年）の所得で審査します。

●問合せ先　多々良川浄化センター

　 ９３９－３４１３

下水道　いつか私に　もどる水

２００５ 下水道展

　
町
の
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が

７
月
19
日
で
満
了
と
な
り
、
新
し
い

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
17
年
７
月
20
日
か
ら

同
20
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

　
町
の
農
業
委
員
は
13
人
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
10
人
が
選

挙
で
選
ば
れ
、
残
り
の
３
人
は
農
業

協
同
組
合
理
事
か
ら
１
人
、
学
識
経

験
者
か
ら
２
人
を
議
会
で
選
出
す
る

も
の
で
す
。

　
決
定
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

▼
選
挙

　
百
田
　
幸
敏
　
（
佐
　
谷
）

　
百
田
　
英
昭
　
（
佐
　
谷
）

　
小
山
田
和
喜
　
（
上
須
恵
）

　
長
澤
　
熊
雄
　
（
南
米
里
）

　
野
田
　
数
基
　
（
須
　
恵
）

　
今
泉
　
吉
文
　
（
甲
植
木
）

　
御
手
洗
勝
司
　
（
甲
植
木
）

　
稲
永
　
幸
一
　
（
乙
植
木
）

　
湯
下
　
　
勝
　
（
新
　
原
）

　
渡
辺
　
武
實
　
（
旅
　
石
）

▼
学
識
経
験
者

　
三
　
　
良
人
　
（
旅
　
石
）

　
稲
永
　
信
英
　
（
乙
植
木
）

▼
農
協
理
事

　
合
屋
　
敏
明
　
（
佐
　
谷
）

　
国
は
、
厳
し
い
財
政
の
中
「
三
位

一
体
の
改
革
」
・
「
社
会
保
障
制
度

改
革
」
・
「
医
療
費
制
度
改
革
」
・

「
介
護
保
険
制
度
改
革
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
市
町

村
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
は
市
町
村
合
併
を
視
野
に

入
れ
た
他
町
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、

将
来
の
町
づ
く
り
を
見
据
え
た
体
制

を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
こ
れ
ま

で
貢
献
さ
れ
て
き
た
人
生
の
先
輩
方

に
敬
意
を
表
し
て
、
敬
老
の
日
を
記

念
に
敬
老
金
を
支
給
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
敬
老
金
に
つ
い
て
も
、
昨
年
か

ら
町
議
会
代
表
や
区
長
会
代
表
、
行

政
で
見
直
し
や
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

今
年
度
か
ら
別
表
の
と
お
り
見
直
す

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
役
場
福
祉
課

　

９
３
２
・
１
１
５
１

　　
社
会
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
者
に
対
し
、
須
恵
町
お
よ
び
周
辺
地
域
の
活
性
化
、
渋
滞

緩
和
な
ど
を
示
す
効
果
や
便
益
を
検
証
す
る
た
め
、
聞
き
取
り
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

                   

　「
こ
れ
ま
で
の
利
用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
比
較
し
て
、
何
分
の
時
間
短

縮
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
、
利

用
者
の
約
７
割
の
方
が
、
10
分
以
上

（
混
雑
時
に
お
い
て
は
、
最
大
30
分

程
度
）
の
時
間
短
縮
を
実
感
し
て
い

る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
粕
屋
南
部
消
防
署
へ
の
聞
き
取
り

調
査
に
よ
る
と
、
須
恵
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
に
よ
り
、
患
者
へ
の
負
担

軽
減
、
福
岡
市
内
へ
の
救
急
患
者
の

集
中
化
を
抑
え
、
分
散
化
を
促
進
、

高
速
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る

患
者
搬
送
の
安
全
確
保
な
ど
、
救
急

医
療
活
動
へ
の
貢
献
も
期
待
で
き
る

そ
う
で
す
。
　

　
大
規
模
商
業
施
設
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
シ
テ
ィ
」
に
お
い
て
、
須
恵
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
促
進
に
向
け
た
チ

ラ
シ
配
布
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
利

用
状
況
の
調
査
を
7
月
24
日(

日)

に

実
施
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
恒
久

的
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
向

け
、
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
が
決
定

敬
老
金
支
給
の
見
直
し
に
つ
い
て

敬
老
金
支
給
の
見
直
し
に
つ
い
て

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
で

　
　
　
　
利
用
状
況
調
査

効
果
や
便
益
な
ど
を
検
証

効
果
や
便
益
な
ど
を
検
証

　
　
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施

　
　
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施

効
果
や
便
益
な
ど
を
検
証

効
果
や
便
益
な
ど
を
検
証

　
　
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施

　
　
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施

効
果
や
便
益
な
ど
を
検
証

効
果
や
便
益
な
ど
を
検
証

　
　
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施

　
　
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施

効
果
や
便
益
な
ど
を
検
証

　
　
す
る
た
め
に
調
査
を
実
施

須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

　
　
　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会
実
験
の

多々良川浄化センター位置図

国民年金には
保険料を免除する制度があります
国民年金には
保険料を免除する制度があります

保険料の全額(１３，５８０円)が免除
　全額免除された期間は、保険料を全額納付した

ときに比べ、年金額が１/３として計算されます。

全額免除

保険料の半額(６，７９０円)が免除され、残りの半額を納付（注）

　半額免除された期間は、保険料を全額納付した

ときに比べ、年金額が２／３として計算されます。

半額免除

免除の申請は毎年必要です！

免除の対象となる所得のめやすは？

所得が以下の計算式で計算した金
額の範囲内であること
＜計算式＞
（扶養親族などの数＋１）×３５
万円＋２２万円

所得が以下の計算式で計算した金
額の範囲内であること
＜計算式＞
１１８万円＋扶養親族等控除額＋
社会保険料控除額など

全額免除の
めやす

・保険料の免除を受けるためには、毎年申請が必要です。

・免除の申請が遅れると、申請日前に生じた不慮

　の事故や病気による障害について、障害基礎年

　金を受け取ることができない場合があります。

●申請・問合せ先　役場住民課国民年金係

　 ９３２－１１５１

（別表）　須恵町敬老金支給改正表
１６年度まで

敬老金
敬老会
祝い品など

行政区への
敬老会補助金

○70歳～79歳
　８,０００円
○８０歳以上
　１２,０００円

○70歳～99歳
　５,０００円
○１００歳以上
　３０,０００円
○７０歳以上
　１,０００円相当の
　福祉流通券

※利用券の有効期限は
　当該年度の3月末日まで。

なし

１７年度から

・亀のパン
・ほたるの湯 
・自然食
　普及センター

利用券

敬老祝賀会補助金として
一人１,０００円を補助
(但し、住民基本台帳登
録者を対象とする。)
組合加入、未加入に限ら
ず敬老金対象者全員とす
る。
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　須恵町人材センター「杖の会」では、家屋内
外の清掃、庭の草とり、障子・網戸の張り替え
なども行なっています。また、庭木のせん定や
簡単な大工・左官工事など、町の「便利屋」的
な活動をしています。ご家庭で、不便な思いを
している方、ぜひ、「杖の会」におまかせくだ
さい。「迅速・丁寧」をモットーに多くの会員
が活動しています。些細な仕事でも「杖の会」
にご用命ください。すぐに、お見積りにお伺い
いたします。

●登録会員を募集しています
　　須恵町人材センター「杖の会」では、須恵
　町に住んでいる方で健康で明るく、働く意欲
　のある方、組織活動に理解のある方を募集し
　ています。男女年齢は問いません。

●事務局開設日・問合せ先
　月・金曜日　　　９：３０～１６：００
　火・水・木曜日　９：３０～１２：００
　杖の会事務局　　 ９３３－２１６０

「押し麦」「はと麦」「雑穀米」
「十二穀米」「五穀米」

「押し麦」「はと麦」「雑穀米」
「十二穀米」「五穀米」

自然食普及センターで販売しています

●問合せ先　役場保健環境課健康係

　　　　　　 ９３２－１１５１

　　就労者・従業員一同一丸となってがん

ばっています。

　　ぜひお立ち寄りください。

　　長い時間をかけて試作を繰り返して、

７種類のクッキーを販売することにな

りました。一度は味わってもらいたい

一押し商品です。

　　就労者が共同作業でつくりあげた冷

たくておいしいゼリーです。

　　ぜひ一度ご賞味ください。

　　ご年配の方からお子様まで幅広い層

で大好評のソフトクリーム（１個200円）

は最高です。ぜひ一度ご賞味ください。

　●問合せ先

　福祉工房　　　　　　（ボランティアセンター内）

　 932-1155　FAX932-6301

☆私
たちを応援してください！

☆待
望のクッキー絶賛発売中！

☆クール
ゼリーも発売中！

☆暑い夏にお勧め！

　私たちが食べ物を口にする時、たんぱく質

や脂肪、炭水化物、ビタミン、無機質が、身

体の中でお互いに補いあって働きます。

　たんぱく質の分解には、

その７倍の炭水化物が

必要と言われています。

この、たんぱく質と炭

水化物の割合が１：７

に最も近い食品に「穀

類」があります。また、

穀類は腸の掃除もしてくれるので、便秘の人

は一度試されてみてはいかがでしょうか。

　穀類には、麦・きび・あわ・アマランサス・

はと麦・そば・黒米・赤米などがあります。

自然食普及センターでは、この穀類をみなさ

んの好みで選ぶことが出来るように、数種類

の商品を準備しています。

　「ごはんと一緒に炊く」ほかに、スープや

コロッケ、つみれなど、副食としても利用で

きます。ぜひ一度、須恵町自然食普及センター

（ボランティアセンター内）にお立ち寄りく

ださい。

　平成１７年３月２０日に発生した福岡県西方

沖地震では、コンクリートブロック塀の倒壊事

例が多く発生し、その結果、１人の方が亡くな

られました。

　また、過去に発生した地震においてもブロッ

ク塀の倒壊により、多数の死者負傷者が発生し

ています。

　みなさんの身近にあるブロック塀は、見かけ

はしっかりしていても安全性に欠けるものがあ

ります。

　この地震をきっかけに「たかがブロック塀」

などと考えず、身近なブロック塀の点検をして

みましょう。

●問合せ先　福岡県建築都市部建築指導課

　 ６５１－１１１１

ブロック塀は私的財産です。
所有者の責任における管理が必要です。

お宅の
ブロック塀に詳しくなろう!

ブロック塀はブロック塀ブロック塀は
？？大丈夫大丈夫大丈夫

ブロック塀はブロック塀ブロック塀は
？？大丈夫大丈夫大丈夫

ブロック塀は
？大丈夫

杖の会たより杖の会たより
つえ
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福祉バスのバス停が
増えました

須
恵
区
布
絵
本
の
会
が

須
恵
区
布
絵
本
の
会
が

　
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

須
恵
区
布
絵
本
の
会
が

　
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

平
野
稔
さ
ん
が
屏
風
な
ど
を
寄
贈

び

ょ

う

ぶ

け
や
き
会
が
清
掃
活
動
奉
仕
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
マ
メ
の
放
流     

歯
を
大
切
に

　
　
　
歯
っ
ぴ
ー
！！
な
つ
ま
つ
り

歯
を
大
切
に

　
　
　
歯
っ
ぴ
ー
！！
な
つ
ま
つ
り

　「
歯
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ
に
親
子

で
楽
し
む
、
歯
っ
ぴ
ー
!!
な
つ
ま
つ

り
（
役
場
保
健
環
境
課
主
催
）
が
、

６
月
19
日
（
日
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
乳
幼
児
の
健
康
づ
く
り

と
歯
の
保
健
衛
生
意
識
の
高
揚
を
目

的
に
、
須
恵
町
歯
科
医
師
会
、
須
恵

お
は
な
し
会
、
食
生
活
改
善
推
進
会
、

杉
の
子
文
庫
布
の
絵
本
の
会
、
わ
ん
・

ぴ
い
す
、
須
恵
高
校
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
こ
の
日
は
、
平
成
16
年

５
月
か
ら
同
17
年
４
月
に

実
施
し
た
、
３
歳
児
健
診
受

診
者
で
虫
歯
が
な
か
っ
た
幼

児
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
虫
歯
チ
ェ
ッ
ク

や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
な
ど

歯
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、

親
子
で
の
ク
ッ
キ
ー
つ
く
り

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し

物
で
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　福祉センターを中心に、町内を走っている
福祉バスのバス停が増えました。
　新たに設置されたバス停は、須恵井尻線の
大賀薬局前、藤浦区内の久我記念館入口と市
場池前、上須恵区内の上須恵消防格納庫前で
す。各バス停の時刻表は別表のとおりです。
　みなさんお気軽に、ご利用ください。
●問合せ先　役場福祉課
　　　　　　 ９３２－１１５１

　９：１８
１０：２３
１１：２８
１３：２３
１４：２８
１５：３３
１６：３８

９：５１
１０：５６
１２：０１
１３：５６
１５：０１
１６：０６

９：１２
１０：３７
１２：０２
１４：２２
１５：５２

９：１２
１０：３７
１２：０２
１４：２２
１５：５２

　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
使
用
有
効
期

間
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
８
年
間
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
使
用
期

限
を
迎
え
る
も
の
は
、
町
が
委
託
し

た
須
恵
町
水
道
事
業
指
定
店
を
通
し
て
、

交
換
工
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
平
成
10 
年
に
設
置
し
た
メ
ー

タ
ー
器
を
今
月
下
旬
か
ら
順
次
交
換

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
交
換
時
の
お
願
い

・
交
換
作
業
は
施
工
許
可
書
を
携
帯

　
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、
細
心
の
注

　
意
を
は
ら
っ
て
行
い
ま
す
が
、
ま

　
れ
に
空
気
が
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
蛇
口
を
あ
け
て
、
水
道
管
内
の
空

　
気
を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

　
な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

　
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

　
い
た
だ
き
ま
す
。

・
こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
い
た

　
だ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先

　
役
場
水
道
課

　

９
３
２
・
１
１
５
１

水
道
メ
ー
タ
ー
器
交
換
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　「
今
日
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の

結
婚
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念

に
屏
風
と
２
０
０
万
円
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
、
甲
植
木
区
に
在

住
の
平
野
稔
さ
ん
（
88
歳
）

と
リ
エ
さ
ん
（
85
歳
）
ご

夫
婦
が
、
日
本
画
家
水
上

泰
生
作
の
屏
風
と
２
０
０

万
円
を
、
７
月
５
日
（
火
）

に
本
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
野
さ
ん
ご
夫
婦
は
昭

和
18
年
に
結
婚
。
そ
の
後
、

ご
主
人
の
稔
さ
ん
は
約
２

年
間
の
徴
兵
期
間
が
あ
り

同
21
年
４
月
に
帰
郷
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
本

年
７
月
５
日
が
実
際
の
結
婚
60
周

年
記
念
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
寄

贈
と
な
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
屏
風
は
、
縦
１
７
６

㎝
、
横
１
７
６
㎝
で
、
竹
垣
に
朝
顔

の
花
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
万
円
は
須
恵
町
の
将

来
を
担
う
青
少
年
の
育
成
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
稔
さ
ん
は
「
ま
さ
か
88
年
も
生

き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
町
に
は

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
日

こ
の
日
を
生
き
て
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
ら
、
今
回
の
こ
の
寄
贈
の
こ
と

を
前
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
須
恵
区
布
絵
本
の
会
（
吉
松
喜
美

子
代
表
）
が
、
７
月
５
日
（
火
）
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
の
子
育

て
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
「
つ
く
し
ん
ぼ
」

に
、
布
で
作
っ
た
大
き
な
鯉
の
ぼ
り

ト
ン
ネ
ル
と
布
の
絵
本
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　
こ
の
、
鯉
の
ぼ
り
ト
ン
ネ
ル
は
長

さ
が
２
５
０
㎝
も
あ
り
、
こ
の
中
を

く
ぐ
り
ぬ
け
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、
約
２
週
間

か
け
て
作
り
あ
げ
ま
し
た
。
こ
の
日
、

同
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
い
た
保
護
者

や
子
ど
も
た
ち
の
前
で
披
露
さ
れ
る
と
、

子
ど
も
た
ち
は
さ
っ
そ
く
中
を
く
ぐ
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
同
会
員
の
み
な
さ
ん
は
「
お
母
さ

ん
と
子
ど
も
た
ち
の
輪
が
広
が
り
、

こ
の
鯉
の
ぼ
り
が
子
育
て
に
少
し
で

も
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
須
恵
町
の
水
と
緑
を
守
る
た
め
に

環
境
整
備
活
動
を
続
け
て
い
る
け
や

き
会
（
高
橋
重
義
会
長
）
が
、
６
月

12
日
（
日
）
に
シ
ョ
ウ
ケ
越
と
須
恵

ダ
ム
上
流
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
は
ヤ
マ
メ
の
放

流
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
16
年

ぶ
り
２
度
目
の
放
流
で
し
た
。

　
同
会
で
は
、
こ
の
清
掃
活
動
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
少

年
相
撲
大
会
と
重
な
り
男
性
会
員
の

参
加
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
女
性

の
応
援
を
得
て
13
人
で
の
作
業
と
な

り
ま
し
た
。
会
員
の
み
な
さ
ん
は
猛

暑
の
中
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
自
動
車

の
バ
ッ
テ
リ
ー
や
生
ご
み
、
空
き
缶
、

ポ
リ
容
器
な
ど
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
一
人
は
「
道
沿
い
に
フ
ェ

ン
ス
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ェ

ン
ス
の
な
い
所
か
ら
一
部
の
心
な
い

人
た
ち
が
捨
て
た
ゴ
ミ
が
、
緑
の
美

し
い
景
観
を
無
残
に
も
壊
し
て
い
ま

す
。
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

会
員
の
間
で
は
「
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い

で
く
だ
さ
い
」
と
書
い
た
幕
を
作
っ

て
、
通
行
人
に
訴
え
よ
う
と
い
う
声

も
出
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
や
車
か

ら
の
ポ
イ
捨
て
が
、
い
つ
の
日
か
な

く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ブラッシングのお部屋

布絵本のお部屋
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須須

防
団
防
団

恵
町
恵
町

消消

操操
法
開
始
!!

法
開
始
!!

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
民
卓
球
大
会

町
民
卓
球
大
会

町
民
卓
球
大
会

町
民
卓
球
大
会

ガ
ー
ル
ズ
フ
ェ
ス
タ

ガ
ー
ル
ズ
フ
ェ
ス
タ

ガ
ー
ル
ズ
フ
ェ
ス
タ

ガ
ー
ル
ズ
フ
ェ
ス
タ

　
第
45
回
須
恵
町
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
が
、
７
月
３
日
（
日
）
に

健
康
広
場
（
須
恵
中
学
校
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
火
災
現
場
で
の

的
確
な
判
断
と
迅
速
な
行
動
な
ど
、

消
防
技
術
の
向
上
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
自
動
車
ポ

ン
プ
の
部
に
３
分
団
（
６
チ
ー
ム
）、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
７
分
団
（
14

チ
ー
ム
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
小
さ
な
ミ
ス
が
減
点
と
な
り
、

勝
敗
の
明
暗
を
分
け
る
こ
の
競
技
。

　
こ
の
日
は
時
お
り
雨
が
降
る
中

で
、
選
手
た
ち
は
連
日
連
夜
の
練
習

の
成
果
を
競
い
合
い
、
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
で
は
本
部
分
団
Ｂ
チ
ー
ム
が
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
上
須
恵
分
団

Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。

▼
大
会
結
果(

上
位
３
チ
ー
ム
の
み)

○
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
優
　
勝
　
本
　
部
分
団
Ｂ
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
佐
　
谷
分
団
Ａ
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
甲
植
木
分
団
Ａ
チ
ー
ム

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
優
　
勝
　
上
須
恵
分
団
Ａ
チ
ー
ム

　
準
優
勝
　
上
須
恵
分
団
Ｂ
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
乙
植
木
分
団
Ａ
チ
ー
ム

　
第
３
回
西
日
本
綱
引
選
手
権
大

会
（（
社
）
日
本
綱
引
連
盟
主
催
）

が
、
６
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）

に
大
分
県
別
府
市
の
べ
っ
ぷ
ア
リ
ー

ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
本
町
の
綱
引
チ
ー

ム
の
須
恵
綱
引
ク
ラ
ブ
（
日
高
進

監
督
）
と
、
ア
ザ
レ
ア
Ｔ
Ｃ
（
吉

田
智
郁
監
督
）
の
両
チ
ー
ム
が
出

場
し
て
、
須
恵
綱
引
ク
ラ
ブ
が
一

般
の
部
男
子
で
、
ア
ザ
レ
ア
Ｔ
Ｃ

が
一
般
の
部
女
子
で
と
も
に
大
健

闘
し
て
、
準
優
勝
を
お
さ
め
ま
し

た
。

　
大
会
は
、
西
日
本
地
区
24
府
県

か
ら
45
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
選

手
権
、
一
般
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
各
部
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ザ
レ
ア
Ｔ
Ｃ
の
、

吉
田
監
督
は
「
こ
の
チ
ー

ム
は
、
４
年
前
の
町
民

大
会
を
機
に
南
米
里
分

館
で
結
成
し
ま
し
た
。

県
大
会
で
も
上
位
の
チ
ー

ム
に
な
り
、
全
国
大
会

め
ざ
し
て
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

須
恵
綱
引
ク
ラ
ブ
　
ア
ザ
レ
ア
Ｔ
Ｃ

 
 
 
 
 
 
ア
ベ
ッ
ク
準
優
勝
！

須
恵
綱
引
ク
ラ
ブ
　
ア
ザ
レ
ア
Ｔ
Ｃ

 
 
 
 
 
 
ア
ベ
ッ
ク
準
優
勝
！

　
第
23
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
（
須
恵
町
体
育
協
会
主
催
）
が
、

６
月
26
日
（
日
）
に
町
内
の
中
学

校
と
小
学
校
（
第
二
小
・
第
三
小
）

の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
予
選
を
リ
ン
ク
リ
ー

グ
方
式
で
、
決
勝
を
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
　
　

▼
大
会
結
果（
各
パ
ー
ト
３
位
ま
で
）

・
男
子
Ａ
パ
ー
ト

　
優
　
勝
　
上
須
恵
チ
ー
ム

　
２
　
位
　
昭
　
穂
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
大
島
原
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
一
番
田
チ
ー
ム

・
女
子
Ａ
パ
ー
ト

　
優
　
勝
　
上
須
恵
チ
ー
ム

　
２
　
位
　
甲
植
木
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
昭
　
穂
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
須
　
恵
チ
ー
ム

・
男
子
Ｂ
パ
ー
ト

　
優
　
勝
　
新
　
原
チ
ー
ム

　
２
　
位
　
恵
　
西
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
川
子
一
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
西
　
原
チ
ー
ム

・
女
子
Ｂ
パ
ー
ト

　
優
　
勝
　
佐
　
谷
チ
ー
ム

　
２
　
位
　
城
　
山
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
山
の
神
チ
ー
ム

　
３
　
位
　
西
　
原
チ
ー
ム

　
第
25
回
町
民
卓
球
大
会
（
須
恵

町
体
育
協
会
主
催
）
が
、
６
月
19

日
（
日
）
に
町
立
卓
球
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
初
級
、
一
般
男
子
、

一
般
女
子
、
ベ
テ
ラ
ン
の
各
部
門

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
大
会
結
果（
敬
称
略
・
３
位
ま
で
）

・
初
級
の
部

　
優
勝
　
高
宮
　
奉
子
（
一
番
田
）

　
２
位
　
中
島
　
涼
　 

（
須
恵
中
）

　
３
位
　
岡
崎
　
祐
樹
（
須
恵
中
）

・
一
般
の
部
男
子

　
優
勝
　
中
村
　
克
康
（
甲
植
木
）

　
２
位
　
谷
口
　
巌
　
（
城
　
山
）

　
３
位
　
山
本
　
周
　
（
須
恵
中
）

・
一
般
の
部
女
子

　
優
勝
　
山
崎
　
夕
紀
（
須
恵
ク
ラ
ブ
）

　
２
位
　
石
津
サ
ナ
エ
（
一
番
田
）

　
３
位
　
水
野
　
菊
江
（
須
　
恵
）

・
ベ
テ
ラ
ン
の
部

　
優
勝
　
山
下
　
文
吾
（
須
恵
ク
ラ
ブ
）

　
２
位
　
本
多
　
諒
　 

（
須
恵
中
） 

　
３
位
　
新
井
　
優
希
（
須
恵
中
）

　
第
３
回
ガ
ー
ル
ズ
フ
ェ
ス
タ
（
須

恵
町
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

主
催
）
が
、
７
月
10
日
（
日
）
に

あ
お
ば
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
内
の
女
子
小
学
生
た

ち
が
３
人
制
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
通
じ
て
、
交
流
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、
ネ
ッ
ト
ご
し
の
子
ど

も
た
ち
の
交
流
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

▼
大
会
結
果（
上
位
３
チ
ー
ム
の
み
）

　
優
　
勝
　
須
　
恵
Ａ

　
２
　
位
　
旅
　
石
Ａ

　
３
　
位
　
藤
　
浦
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安全安心まちづくり粕屋地区
セ フ テ ィ タ ウ ン 須 恵

１　日ごろから、子どもたちだけで危険な場所

　へ行かないよう教えておきましょう。

２　子どもが泳いでいるときなどは、子どもか

　ら目を離さないようにしましょう。

●問合せ先　粕屋警察署・粕屋地区防犯協会

　 ９３９－０１１０（内線２６１・２６２）

必
ず
安
全
な
場
所
に
停
車
し
て
　

か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

３
　
通
報
後
し
ば
ら
く
は
消
防
か

　
ら
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
電
源
を
切
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
講
習
日
　
10
月
13
日
〜
10
月
21

　
日(

土
・
日
・
火
・
水
曜
日
除
く)

▼
講
習
会
場
　
福
岡
市
民
防
災
セ

　
ン
タ
ー

▼
郵
送
受
付
　
９
月
15
日
（
木
）

　
〜
９
月
29
日
（
木
）

▼
郵
送
申
込
先
　(

社)

福
岡
県
危

　
険
物
安
全
協
会

▼
受
講
手
数
料
　
４
７
０
０
円
（
福

　
岡
県
領
収
証
紙
）

▼
問
合
せ
先

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
予
防
課

９
３
５
・
６
３
８
９
（
直
通
）

▼
募
集
職
種
　
消
防
吏
員

▼
職
務
　
消
火
、
救
助
、
救
急
活 

　
動
な
ら
び
に
火
災
予
防
な
ど
の

　
消
防
行
政
に
関
す
る
職
務
全
般

▼
採
用
予
定
人
員
　
５
人

▼
受
付
期
間
　
８
月
19
日
（
金
）

　
〜
９
月
９
日
（
金
）

▼
受
験
資
格
　
・
昭
和
55
年
４
月

　
２
日
か
ら
同
63
年
４
月
１
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
人
　
・
高
等
学

　
校
以
上
を
卒
業
し
た
人
（
平
成

　
18
年
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
お
よ

　
び
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該

　
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▼
試
験
日
　
10
月
16
日
（
日
）

▼
試
験
会
場
　
中
部
消
防
署
（
粕

　
屋
町
上
大
隈
55
‐
１
）

▼
問
合
せ
先

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
総
務
課

　

９
３
５
・
５
１
１
１

★水難事故の防止策★

『保護者のみなさまへ』

　危険な場所で遊んでいる子どもを見かけたら、

声をかけ「何故危ないのか」説明して止めさせ

ましょう。

『地域住民のみなさまへ』

　水のシーズン前には、必ず危険場所を点検し

て安全管理を徹底しましょう。

『管理者などのみなさまへ』

　海水浴シーズンが到来しま

した。この時期は例年、各地

で痛ましい水難事故が発生し

ています。

　痛ましい水難事故から、大

切な命を守るため、次のことに注意しましょう。

平
成
17
年
度
『
危
険
物
取
扱
者

　
　
　
　
　
保
安
講
習
』
の
お
知
ら
せ

消
防
職
員
募
集
（
粕
屋
南
部
消
防
組
合
）

17

須恵町須恵町
ボランティアセンター1階　（定員30人　自己負担　1回300円）

毎週 水・金 曜日の朝（10:00～12:00）は 65歳以上

　
火
事
、
事
故
、
急

病
・
・
・
１
１
９
番

通
報
で
一
番
い
け
な

い
こ
と
は
、
と
に
か

く
早
く
終
わ
ら
せ
よ

う
と
し
て
、
電
話
が

つ
な
が
っ
た
と
た
ん
、

一
方
的
に
し
ゃ
べ
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
で
は
、
消
防
本

部
の
通
信
員
は
、
聞

き
た
い
こ
と
を
聞
き

出
せ
ま
せ
ん
。

　
１
１
９
番
通
報
は
、
”
自
分
か

ら
し
ゃ
べ
ら
な
い
“
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
だ

け
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

早
く
確
実
に
通
報
す
る
に
は

自
分
か
ら
し
ゃ
べ
ら
な
い

尋
ね
る
（
通
信
員
）

答
え
る
（
通
報
者
・
あ
な
た
）

１
　
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番

　
通
報
は
、
福
岡
市
消
防
局
の
通

　
信
指
令
室
が
受
信
し
、
場
所
を

　
確
認
し
た
後
、
当
消
防
本
部
に

　
電
話
が
転
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の

　
た
め
、
住
所
を
伝
え
る
と
き
は
、

　
何
町
か
ら
通
報
し
て
い
る
か
を
、

　
ま
ず
、
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

２
　
車
で
走
り
な
が
ら
交
通
事
故

　
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
で
も
、　

　
走
り
な
が
ら
携
帯
電
話
を
使
う

　
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
い
通
報
＝
少
な
い
損
害

　
１
１
９
番
通
報
要
領
の
再
確
認
を
!!

　
消
防
本
部
通
信
指
令
装
置
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
災
害
情
報
な
ど
の

案
内
を
、
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
次
の
電
話
番
号
と
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。

０
１
８
０
・
９
９
９
・
９
０
９

※
10
月
１
日
以
降
は
、
現
在
の
テ
レ
ガ
イ
ド
（

９
３
６
・
０
１
１
９
）　

　
で
の
案
内
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
）h

ttp
://w
w
w
.kasu

yan
an
b
u
-sh
o
b
o
.jp
/

申込み・問合せ先
須恵町
社会福祉協議会
 933-2160

⇒⇒

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番

　
通
報
は
次
の
こ
と
に

　
　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

＊
＊
＊
テ
レ
ガ
イ
ド
が
変
わ
り
ま
す
!!
＊
＊
＊
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「孤宿の人　上 下」
宮部　みゆき　著　　
新人物往来社

「わたしは生きていける」
メグ・ローゾフ　著

理論社

「こっそりおてがみ」
内田　麟太郎　作
福田　岩緒絵
草土文化

「ぺろ　ぺろ　ぺろ」
長　新太　作・絵

BL出版

　いとこたちと暮らすためにイ
ギリスを訪れたデイジー。その
彼女が異国の地ではじめての
恋をし、戦争に巻き込まれ愛す
る人とはなればなれに・・。デイ
ジーを待ち受ける運命とは？

　ある山の小川のほとりにたぬきが
住んでいました。川上に一ぴき、中流
に一ぴき、川下に一ぴき。同じ山に住
んでいながらはずかしいやら眠気や
らで互いに訪ねたことも口をきいた
こともありません。ある日中流にすむ
はずかしがりやのたぬきは友達がほ
しくておてがみを川へ流しますが・・。

　ねこさんがぺろぺろぺろ、な
めてるよ。ゾウもバナナをぺろ
ぺろぺろ。ぶたさんもキャベツ
をぺろぺろぺろ。お母さんがあ
かちゃんにぺろぺろぺろ。あかちゃ
んもおかあさんを・・。

　讃岐国丸海藩。この地に幕
府の罪人である加賀殿が流さ
れてくることに。海うさぎが飛ぶ
夏の嵐の日、加賀殿の所業を
なぞるかのように不可解な毒
死や怪異が小藩を襲う。

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

次
回
申
し
込
み
要
領

●対象者　平成16年10月生まれの赤ちゃん
●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏名、生年
月日を裏書）、保護者のメッセージ（70字以内、居住区、
保護者の氏名、第何子を明記）
※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町ホームページの中の「広
報すえまち」で公開されますので、その旨了解の上申し込みください。
なお、写真は返却しません。
●締切日　8月31日（先着10人まで）
●問合せ先　役場企画課　 932-1151

久間部　昇 ちゃん
（Ｈ１６．８．１１生まれ）

しょう

「昇くんお誕生日おめでとう(≧▽≦)
愛想の良い昇くんは笑顔で皆を幸せ
にしてくれるね。これからも元気で
優しい子に育ってね○(＾-＾)○」
甲植木区（剛･亜裕美　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

八尋　莉那 ちゃん
（Ｈ１６．８．５生まれ）

「元気にすくすくと育ってくれてあり
がとう！パパとママは莉那の笑顔で毎
日幸せです。これからも健やかに誰か
らも愛し愛されるレイナでいてね 」
南米里区（卓男･真理子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

中村　咲和 ちゃん
（Ｈ１６．８．３１生まれ）

さ　わ

「お咲和坊へ。お誕生日おめでとう
♪　ヤンチャ娘でご飯を沢山食べる
お咲和坊。体だけじゃなく心も大き
くなってね○(＾-＾)○」
甲植木区（兼次･慶子　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

齋藤　大心 ちゃん
（Ｈ１６．８．２５生まれ）

「よく食べ、よく笑い、よく泣く、
まー坊。たくさんの家族に囲まれて
のびのび大きくなってね。生まれて
きてくれてありがとう」

佐谷区（重雄･美紀　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

れいな

9
月

月日 水火 金 土木

　

5

12

19

26

　

6

13

20

27

　

7

14

21

28

1

8

☆15

22

29

2

9

16

23

30

3

☆10

☆17

☆24

4

11

18

25

8
月

月日 水火 金 土木

15

22

29

16

23

30

17

24

31

☆18

25

19

26

☆20

☆27

14

21

28

まさむね

10
周
年
を
迎
え
て
・・・

�
た
ま
ご
た
ま
ご
� 

を
製
作 

布
の
絵
本
製
作
講
座

とき　9月18日（日）
開場　１０：００

場所　アザレアホール須恵
主催　須恵町立保育所

●問合せ先
第一保育所　　 935-0504
第二保育所　　 932-0005
かやの保育所　 932-4836
※整理券は各保育所にあります。
　整理券がなくなり次第締め切り
　といたします。

みんな 
　あつまれ
森のにぎやか音楽隊
　　　～こどもミュージック
　　　　　　　　　　　ショー～

入場無料

図
書
館
だ
よ
り
町 立
図 書 館

932
・

6364

ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介

ヤングアダルト

赤ちゃん絵本

一 般 書

児 童 書

☆あかちゃんおはなし会（各日とも１０：３０～）
　 ８月１８日（木）・９月１５日（木）

☆おはなし会（各日とも１４：００～）
　 ８月９日（火）２０日（土）・９月10日（土）・１７日（土）

☆工作教室（各日とも１４：００～）
　 ８月２７日（土）・９月２４日（土）

●毎月最後の木曜日は蔵書点検のため休館いたします。
●夏休み期間【７/２１日（木）～８/２８(日）】は、月曜日も開館します。

○印は休館日です。
図書館開館10周年記念講演会　内田麟太郎講演会　
　13：４5～（１３：１５開場）
　(12:00～18：00 特別休館します。)

　
図
書
館
の
開
館
10
周
年
を
記
念
し
て
、
６
月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、
昔
の
須

恵
町
を
振
り
返
る
展
示
や
、
記
念
と
し
て
図
書
館
員
手
作
り
の
し
お
り
を
配
り

ま
し
た
。
昔
と
今
を
比
較
し
た
写
真
、
須

恵
町
を
空
か
ら
撮
影
し
た
航
空
写
真
な
ど

を
、
み
な
さ
ん
に
熱
心
に
ご
覧
い
た
だ
け

た
よ
う
で
す
。
貴
重
な
写
真
や
資
料
な
ど

は
次
世
代
に
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
だ
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

資
料
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
図
書
館
で
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

布
の
絵
本
製
作
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
杉

の
子
文
庫
な
ど
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

宮
本
共
子
さ
ん
と
「
わ
ん
・
ぴ
い
す
」
（
安

武
タ
マ
エ
代
表
）
の
み
な
さ
ん
の
指
導
・

支
援
の
も
と
、
31
人
の
受
講
生
が
一
針
一

針
丁
寧
に
思
い
を
込
め
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
講
師
の
先
生
方
の
お
話
や
実

演
が
あ
り
、
布
の
絵
本
の
楽
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
２
週

間
ほ
ど
図
書
館
で
展
示
し
ま
し
た
。
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夢
　
現
　
代

夢
　
現
　
代

夢
　
現
　
代

須
恵
句
会

須
恵
句
会

須
恵
句
会

鶴
内
　
　
恵

長
田
ハ
ツ
エ

印
藤
ヨ
シ
子

平
野
　
か
よ

今
泉
ヱ
ミ
コ

御
手
洗
ヨ
シ
子

小
田
　
正
枝

渡
辺
　
次
郎

可

　

　

笑

呑

　

　

呑

茂

　

　

代

遊

　

　

歩

あ

き

の

り

房

　

　

子

○
瓜
貰
ふ
追
ひ
か
け
て
来
し
教
へ
子
に

○
日
傘
の
柄
抱
き
し
児
も
持
ち
し
っ
か
り
と

○
顔
寄
せ
て
も
や
ひ
絵
日
傘
母
娘
か
な

○
昭
和
初
期
袴
に
日
傘
吾
が
写
真

○
熟
し
き
る
苦
瓜
の
腹
赤
く
裂
け

○
咲
き
競
ふ
紫
紺
の
菖
蒲
日
傘
染
め

○
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福岡県職員採用
●受験資格　

・中級　昭和５５年４月２日～

　同６１年４月１日生まれの人

　「栄養士」については、栄養士

　の免許を有する人または平成

　１８年５月までに免許を取得

　する見込みの人

・初級　昭和５７年４月２日～

　同６３年４月１日生まれの人

　（ただし、大学における在学期

　間が２年を超える人を除く。）

●受付期間　８月１５日（月）

　～８月２６日（金）

●第一次試験日

　９月２５日（日）

●申込み・問合せ先

　福岡県人事委員会事務局任用課

　 ６４３－３９５６
　

福岡県警察官Ｂ
（男性・女性）

●受験資格　昭和５０年４月２

　日～同６３年４月１日生まれ

　の男性および女性

●受付期間　８月２９日（月）

　～９月２０日（火）

●第一次試験日

　１０月１６日（日）

●申込み・問合せ先

　福岡県警察本部警務課採用センター

 　 ６２２－０７００
　

自衛官
　防衛大学校学生（一般）

●受験資格　高卒（見込含）

　２１歳未満の人

●受付期間　９月９日（金）～

　９月３０日（金）

●第一次試験　１１月１２日    

（土）・１３日（日）

　防衛医科大学校学生

●受験資格　高卒（見込含）

　２１歳未満の人

●受付期間　９月９日（金）～

　９月３０日（金）

●第一次試験　１１月５日

（土）・６日（日）

　看護学生

●受験資格　高卒（見込含）

　２４歳未満の人

●受付期間　９月９日（金）～

　９月３０日（金）

●第一次試験　

　１０月１６日（日）

　問合せ先

　福岡募集案内所（担当：鈴木）

　 ６０７－４８２６
　

海上保安大学校学生採用
●受験資格　昭和６０年４月２

　日以降に生まれた人で　①高

　等学校を卒業した人および平

　成１８年３月までに卒業見込

　みの人　②中等教育学校を卒

　業した人および平成１８年３

　月までに卒業見込みの人　③

　高等専門学校の第３学年の課

　程を修了した人および平成１

　８年３月までに修了見込みの

　人　④高等学校卒業程度認定

　試験（廃止前の大学入学資格

　検定を含む。）に合格した人

　など人事院が①、②に掲げる

　人と同等の資格があると認め

　る人

●受付期間　８月２５日（木）

　～９月６日（火）

●第一次試験日　１０月２９日 

（土）・３０日（日）

●申込み・問合せ先

　福岡海上保安部

　 ２８１－５８６６
　

行政書士
●試験日　１０月２３日（日）

●試験会場　西南学院大学

●願書配布場所・配布期限　

・郵送配布　財団法人行政書士

　試験研究センター　（〒100

　‐8779　東京中央郵便局留）

　８月２３日（火）

・窓口配布　福岡県総務部地方

　課（県庁行政棟北側８階）・

　県民情報センター（同棟北側

　１階）８月３１日（水）

●願書受付期限

　８月３１日（水）

●問合せ先

・財団法人行政書士試験研究セ

　ンター

　 ０３－５２５１－５６００

・福岡県総務部地方課行政係

　 ６５１－１１１１

須恵町商工会
チャリティーゴルフ参加者
　須恵町商工会主催による、第

４回須恵町商工会チャリティー

ゴルフ大会を開催します。この

収益金は、須恵町社会福祉協議

会に寄付されます。たくさんの

参加をお待ちしています。

●期日　９月７日（水）

●場所　筑紫野カントリークラブ

●競技方法　１８ホールストロー

　クプレイ（ダブルペリア）

●参加資格　チャリティー賛同

　者および商工会員

●参加費　①会費４，０００円

　②プレイ基本料金１１，５５

　０円（昼食代含）

●申込み方法　須恵町商工会事

　務局に申込用紙を用意してい

　ます。

●申込み締切り

　８月１７日（水）

●申込み・問合せ先　

　須恵町商工会

　 ９３２－６７００
　

初心者ＩＴ講習
●日時　９月１３日（火）～

　１５日（木）　午前の部１０：

　００～１２：３０　午後の部

　１３：３０～１６：００

●会場　福岡県教育センター（粕

　屋郡篠栗町高田２６８）

●内容　初心者向けのパソコン

　操作（デジタルカメラの活用

　法）の基本的な講習

●対象　３日間の講座にすべて

　参加できる人

●定員　各２０人

●参加費　無料（ただし、テキ

　スト代として実費１，０００

　円程度）

●申込み方法　往復はがきに　

　①氏名（ふりがな）②住所③

　電話番号④希望講座（午前の部、

　午後の部）⑤自己アピールを

　記入の上、郵送してください。

●申込み期限　８月２６日（金）

●申込み・問合せ先

　福岡県立社会教育総合センター

（〒811‐2402　粕屋郡篠栗

　町金出３３５０－２）研修・

　情報班　白木

　 ９４７－３５１１

みんなでゆったり
子育てを考える会
　日々成長しているお子さんを

目の前に、これから先のことを

漠然と不安に思ったりしていま

せんか？　毎日の育児、これで

いいのだろうか、就学はどうな

るのだろう、など一人で悩んで

抱えこまないで、いろんな人と

話しをしてみませんか。お気軽

にご参加ください。

●内容

・９月３０日（金）講話「幼児

　に大切にしたいもの　～子ど

　もの心の発達と主体性を育む

　保育と療育～」　知的障害児

　通園施設「すみれ園」　副園

　長渡辺裕子先生

・１０月２６日（水）交流会・

　意見交換会「講話を聞いて思っ

　たこと・今悩んでいることを

　話してみよう」

　同　渡辺裕子先生

・１１月９日（水）講話「細か

　な支援が必要な子ども達～就

　学における現状～」

　福岡県教育センター　

　特別支援教育班指導主事

　篠原幹浩先生

●対象者　広汎性発達障害のお

　子さんを持つ保護者（できる

　だけ３回とも参加可能な人）

●時間　１３：００～受付

　１３：３０～１６：００

●場所　福岡県粕屋保健福祉環

　境事務所（粕屋町戸原２３５

　－７）

●参加料・保育料　無料（講話

　中は保育士が託児します。）

●申込み方法　電話かＦＡＸで、

　お子さんの氏名、生年月日、

　保護者の氏名、住所、電話番号、

　参加人数をお知らせください。

　なお、会場の都合上お断りす

　る場合もありますので、ご了

　承ください。

●申込み・問合せ先

　福岡県粕屋保健福祉環境事務

　所高齢者・児童家庭係

　 ９３９－１５９２
　

身体障害者（児）
巡回相談

●期日　８月２３日（火）

●場所　うみハピネス（宇美町

　貴船２－２８－１）

●対象者　県内在住の身体障害

　者（児）

●内容　補装具などに関する相 

　談

●診療科目　整形外科・耳鼻咽

　喉科

●必要なもの　・印鑑　・身体

　障害者手帳をお持ちの人は手

　帳　・補装具の修理、再交付

　をご希望の人は前回交付され

　た補装具

●問合せ先　

　須恵町役場福祉課

　 ９３２－１１５１

▼
▼

▼

▼

試　験

募　集

お知らせ

21 20
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貸し出します！

●音訳テープ

○社協だより　「わかみず」

○広報　「すえまち」

○議会広報　「議会だより」

●点訳本

○社協だより　「わかみず」

●問合せ先　社会福祉協議会

　☎９３３－２１６０
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月　日
外　科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

内科・小児科・歯科

8月

9月

15日

21日

28日

4日

11日

栄光病院（志免）

ひまわり病院（粕屋）

篠栗病院（篠栗）

青洲会病院（粕屋）

高木整形外科皮膚科（粕屋）

935-0147

938-1311

947-0711

939-0010

938-2310

休　日　当　番　医

※診療時間は９時から１７時までです。

※一部変更になることがありますので、

必ず下記で確認して下さい。

●休日当番医の問い合わせ先

福岡県医療機関情報センター

☎471-0099

粕屋南部消防本部

☎935-5111

粕屋中・南部
休日診療所

場所　粕屋郡久山町

大字久原 3168-1

652-3119

水　道　当　番
　各家庭の水道で修理を要する故障や、水道
管の破裂、漏水などが発生した場合は、まず
元栓を締めて、下記日程の指定業者まで至急
ご連絡ください。

月　　　日 当 番 業 者 電　話

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

8月

9月

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(上須恵)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(有)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(上須恵)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(有)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

15 

17 

19 

21 

23 

25 

27 

29 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28

30

31

1

3 

5 

7 

9 

11 

13 

15

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

生活福祉総合相談日 ●場所 福祉センター相談室　●時間 13:00～16:00(弁護士相談のみ13:00～15:00)
●問合せ先 社会福祉協議会　☎ 933-2160

区分

8月

9月

健康・子育て・児童相談

１６日(火 )

６日 (火 )

行政・人権・心配ごと相談

－

１日(木 )

障害者相談

２３日(火 )

１３日(火 )

高齢者相談

１７日(水 )、２４日(水 )

７日 (水 )、１４日(水 )

弁護士相談（要予約）

１８日(木 )、２５日(木 )

８日 (木 )、１５日(木 )

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆9月のカレンダー

火

月

水

水

5

14

6

7

３歳児健診
（平１４年8月生）

BCG接種
（平成１７年３月８日以降に生まれた人）

リハビリ教室

１歳６か月児健診
（平16年2月生）

保健センター

保健センター

保健センター

ボランティアセンター

13:30～14:30
受　付

13:45～14:15
受　付

13:30～14:30
受　付

木15
ぴよぴよサロン ボランティアセンター

9:40受付～
10:00～11:00

13:30～16:00

月12 リハビリ教室 ボランティアセンター 13:30～16:00

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆8月のカレンダー

高齢者医療説明会
(新規該当者のみ)

８月の夜間役場は
ありません

９か月児健診
（平16年11月生）

保健センター

保健センター

水24

火30 ４か月児健診
（平17年4月生） 保健センター 13:30～14:30

受　付

水31

火23
BCG接種

(平成17年２月24日
以降に生まれた人)

保健センター 13:45～14:15
受　付

4
第26回

町民ソフトボール大会 健康広場ほか 8:30～開会式

9:40受付～
10:00～11:00

13:30～14:30
受　付

ボランティアセンターぴよぴよサロン

10:00～

木18

月15 日

11 妊婦教室 (育児編) 保健センター 10:30～12:30日

夜間役場 役場窓口 17:15～20:00

妊婦教室 (前期編) 保健センター 10:00～12:30
火13

妊婦教室 (出産編) 保健センター 13:30～15:30

子育て支援室 内線２７３番福祉課 内線１２６番

保育所の臨時保育士を
募集しています

戦没者等のご遺族のみなさまへ
～第8回特別弔慰金のお知らせ～

平成１７年7月１日現在

（　）＝前月比
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●対象者　戦没者等の死亡当時のご遺族で平成
17年４月１日において、公務扶助料や遺族年
金等を受ける方がいない場合に、次の順番に
よる先順位の遺族１名。
　１　弔慰金の受給権者
　２　戦没者等の子
　３　①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　 （戦没者等と生計関係を有していた人）
　４　上記３以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　５　上記１から４以外の三親等内の親族
　　 （戦没者等の死亡時まで引き続き１年
　　　 以上生計関係を有していた人）
●支給内容　額面40万円、10年償還の記名国債
●請求期限　平成20年３月31日まで
●請求窓口　須恵町役場福祉課

　保育士資格をお持ちの人を募集しています。

保育所臨時保育士
●身　　分　保育所臨時保育士

●応募資格　昭和３４年４月２日～同５９年４

　月１日生

●勤 務 地　町内町立保育所

●賃　　金　日給６，５００円(雇用保険適用有)

●提出書類　履歴書および保育士資格証明書の

　写し

住民課 内線１１１番

窓口来庁者の確認を行なっています

　本年４月から、個人情報保護法が施行されま

した。これに伴い、役場窓口での本人確認を厳

格にするため、住民票の写し・住民記載事項証明・

戸籍の附票の請求時には、本人確認のための書

類(運転免許証や健康保険証など)の提示をお願

いしています。

　みなさまの、ご理解とご協力をお願いいたし

ます。

総務課 内線３１５番

8月は夜間役場はありません

　毎月15日は夜間役場で、午後８時まで住民課

と税務課の窓口業務を行なっていますが、８月

は夜間役場はありませんのでご注意ください。

☎代表代表932-1151932-1151☎代表932-1151
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